




デ
ジ
タ
ル
化
は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
業
界
に
限
ら

ず
、
社
会
全
体
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
業
界
を
越
え
た
動
向
を
確
認

す
る
こ
と
で
気
づ
き
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

弊
社
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
全
国
の
中
堅

中
小
企
業
の
経
営
層
６
０
０
人
を
対
象
に
「
デ

ジ
タ
ル
化
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
先

月
号
の
経
営
視
点
に
引
き
続
き
、
今
月
号
で
は

組
織
お
よ
び
実
行
に
係
る
項
目
の
結
果
を
紹
介

し
ま
す
。

■
調
査
概
要

中
堅
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
お
け
る
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。

対
象
者
分
類
は
、
地
域
軸
で
一
都
三
県
と
そ

れ
以
外
の
地
域
の
２
分
類
、
規
模
軸
で
従
業
員

数
が
30
人
か
ら
１
０
０
人
未
満
、
１
０
０
人
以

上
３
０
０
人
未
満
、
３
０
０
人
以
上
の
３
分
類

で
す
。
対
象
者
数
は
、
地
域
軸
、
規
模
軸
の
６

分
類
、
各
１
０
０
人
で
す
。

■
調
査
項
目

組
織
に
係
る
調
査
項
目
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
実
務
責
任
者
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
実
行
に
係
る
調
査
項
目
と

し
て
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
利
用
状
況
お
よ
び
導
入
効
果
、

Ａ
Ｉ
活
用
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
成
果
創
出

ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
活
用
に
お
け
る
ハ
ー
ド
ル
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
化
実
務
責
任
者
【
図
１
】

自
社
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
責
任
者

を
確
認
す
べ
く
、「
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
務
責
任

者
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

「
経
営
者
」（
23
・
２
％
）、「
役
員
ク
ラ
ス
」

（
45
・
５
％
）、
と
計
68
・
７
％
（
３
社
中
２
社
）

が
「
役
員
ク
ラ
ス
」
以
上
と
回
答
し
ま
し
た
。

差
異
は
、
地
域
軸
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
規
模
軸
に
お
い
て
確
認
で
き
ま
し
た
。

30
人
以
上
１
０
０
人
未
満
の
企
業
で
は
、
経

営
者
が
27
・
５
％
、
役
員
ク
ラ
ス
が
46
・
３
％
、

Ｉ
Ｔ
部
門
の
責
任
者
が
13
・
４
％
で
し
た
。
１

０
０
人
以
上
３
０
０
人
未
満
の
企
業
で
は
、
経

営
者
が
26
・
２
％
、
役
員
ク
ラ
ス
が
38
・
３
％
、

Ｉ
Ｔ
部
門
の
責
任
者
が
22
・
０
％
で
し
た
。
３

０
０
人
以
上
の
企
業
で
は
、
経
営
者
が
16
・
９

％
、
役
員
ク
ラ
ス
が
50
・
６
％
、
Ｉ
Ｔ
部
門
の

責
任
者
が
24
・
４
％
で
し
た
。

30
人
以
上
１
０
０
人
未
満
の
企
業
は
、
経
営

者
や
役
員
ク
ラ
ス
が
リ
ー
ド
し
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
も
、
経
営
者
、
役
員
ク
ラ
ス
で
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73
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

１
０
０
人
以
上
３
０
０
人
未
満
の
企
業
は
、

分
権
型
組
織
が
形
成
さ
れ
、
権
限
委
譲
が
進
み

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
、
30
人
以
上
１

０
０
人
未
満
の
企
業
が
13
・
４
％
で
あ
っ
た
Ｉ

Ｔ
部
門
の
責
任
者
が
、
22
・
０
％
と
大
き
く
伸

び
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
経
営
者

は
、
27
・
５
％
と
26
・
２
％
で
、
差
異
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

３
０
０
人
以
上
の
企
業
は
、
組
織
間
の
調
整

や
協
働
に
よ
り
成
長
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
も
、
１
０
０
人
未
満
の
企
業
で
は
25
％
以

上
で
あ
っ
た
経
営
者
が
、
16
・
９
％
と
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

■
デ
ジ
タ
ル
人
材
【
図
２
】

自
社
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
過
不
足
に

対
す
る
認
識
を
確
認
す
べ
く
、「
デ
ジ
タ
ル
人

材
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
質
問
し
ま

し
た
。

「
足
り
て
い
な
い
」（
50
・
２
％
）、「
大
い
に

足
り
て
い
な
い
」（
25
・
７
％
）、
と
計
75
・
９

％
（
４
社
中
３
社
）
が
「
不
足
し
て
い
る
」
と

回
答
し
ま
し
た
。

差
異
は
、
地
域
軸
、
規
模
軸
共
に
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
、
規
模
に
関
係
な
く
、

現
時
点
で
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
不
足
し
て
い
る

状
態
で
し
た
。
自
社
の
事
業
活
動
を
鑑
み
、
社

内
で
確
保
す
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
定
義
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

■
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
（Softw

are as a 
Service

）
の
利
用
状
況
【
図
３
】

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
（
※
文
末
参
照
）
の
利
活
用
状
況

を
確
認
す
べ
く
、「
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
Ｓ

ａ
ａ
Ｓ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
」
と
質
問
し
ま
し
た
。「
利
用
し
て
い
る
」

（
26
・
２
％
）、「
利
用
し
て
い
な
い
」（
53
・
３

％
）、
と
半
数
以
上
の
企
業
が
、
ま
だ
利
用
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
差
異
は
、
地
域
軸
、
規

模
軸
共
に
確
認
で
き
ま
し
た
。

地
域
軸
で
は
、「
利
用
し
て
い
る
」
は
、
一

都
三
県
が
33
・
０
％
（
３
社
中
１
社
）、
そ
の

他
の
地
域
が
19
・
３
％
（
５
社
中
１
社
）
で
し

た
。
一
都
三
県
で
の
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
利
用
は
、
そ
の

他
の
地
域
の
１
・
７
倍
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
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経営者

経営者以外の役員クラス

部門の責任者

企画部門の責任者

総務部門の責任者

若手社員

、デジタルに詳しい社員

その他

【図 】デジタル化実務責任者

自社のデジタル化の実務責任者を教えてください。

人以上人以上
人未満

人以上
人未満全体

役員以上

【図 】デジタル人材
自社のデジタル人材について教えてください。

大いに足りている

足りている

足りていない

大いに足りていない

社内に必要ない

わからない

不足

図１　デジタル化実務責任者

図２　デジタル人材



地
域
差
の
外
的
要
因
と
し
て
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
事

業
者
が
一
都
三
県
を
中
心
に
営
業
活
動
を
し
て

お
り
、
そ
の
他
の
地
域
で
の
事
業
展
開
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
事
業
者
と
そ
の
他
の
地
域
の
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
の

利
活
用
が
加
速
す
る
と
考
え
ま
す
。

規
模
軸
で
は
、「
利
用
し
て
い
る
」
は
、
30

人
以
上
１
０
０
人
未
満
が
13
・
０
％
、
１
０
０

人
以
上
３
０
０
人
未
満
が
27
・
５
％
、
３
０
０

人
以
上
が
38
・
０
％
で
し
た
。
３
０
０
人
以
上

の
企
業
は
、
30
人
以
上
１
０
０
人
未
満
の
企
業

の
約
３
倍
で
し
た
。

■
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
の
導
入
効
果
【
図
４
】

「
利
用
し
て
い
る
」
企
業
に
対
し
て
、
導
入

効
果
を
確
認
す
べ
く
、「
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け

る
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
導
入
の
効
果
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

「
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た
」（
19
・
１
％
）、「
効

果
が
あ
っ
た
」（
65
・
６
％
）、
と
計
84
・
７
％

が
「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

差
異
は
、
地
域
軸
、
規
模
軸
共
に
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
、
規
模
に
関
係
な
く
、

導
入
効
果
が
高
い
こ
と
か
ら
、
全
て
の
企
業
に

お
い
て
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
導
入
を
検
討
、
試
行
す
る
こ

と
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
Ａ
Ｉ
活
用
【
図
５
】

Ａ
Ｉ
活
用
の
実
態
を
確
認
す
べ
く
、「
Ａ
Ｉ

活
用
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
質
問
し

ま
し
た
。

「
既
に
活
用
し
て
い
る
」（
11
・
８
％
）、「
今

後
、
活
用
予
定
で
あ
る
」（
21
・
３
％
）、「
活

用
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
れ
ば
、前
向
き
に
考
え
る
」

（
38
・
７
％
）、
と
計
71
・
８
％
が
「
活
用
意
向
」

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

差
異
は
、
地
域
軸
、
規
模
軸
共
に
確
認
で
き

ま
し
た
。

地
域
軸
で
は
、「
活
用
意
向
」
で
は
差
異
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
既
に
活
用
し
て
い

る
」
は
、
一
都
三
県
が
16
・
７
％
、
そ
の
他
の

地
域
が
７
・
０
％
で
し
た
。
一
都
三
県
で
の
活

用
は
、
そ
の
他
の
地
域
の
２
・
４
倍
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

規
模
軸
で
は
、「
活
用
意
向
」
は
、
30
人
以

上
１
０
０
人
未
満
が
63
・
０
％
、
１
０
０
人
以

上
３
０
０
人
未
満
が
72
・
５
％
、
３
０
０
人
以
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利用している

利用していない

わからない

【図 】 （ ）の利用状況
自社のデジタル化における （ ）の利用状況について教えてください。

人以上人以上
人未満

人以上
人未満全体 その他の地域一都三県

【図 】 導入の効果
デジタル化における の利用状況について教えてください。⇒利用している（ ）

非常に効果があった

効果があった

あまり効果がなかった

効果がなかった

効果はよくわからない

その他

効果あり

自社のデジタル化における 導入の効果について教えてください。

図３　SaaS（Software as a Service）の利用状況

図４　SaaS導入の効果
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上
が
80
・
０
％
で
し
た
。「
既
に
活
用
し
て
い
る
」

は
、
30
人
以
上
１
０
０
人
未
満
が
３
・
０
％
、

１
０
０
人
以
上
３
０
０
人
未
満
が
12
・
５
％
、

３
０
０
人
以
上
が
20
・
０
％
で
し
た
。
３
０
０

人
以
上
の
企
業
は
、
30
人
以
上
１
０
０
人
未
満

の
企
業
の
６
・
７
倍
で
し
た
。

■
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
に
よ
る
市
場
浸

透
の
検
証
【
図
６
】

「
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
考
え
方
」
な
ど
が
世
の
中
に
浸
透
す
る

過
程
を
示
す
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
と
し
て
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
エ
ベ
レ
ッ
ト
・
Ｍ
・

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
教
授
が
提
唱
し
た
「
イ
ノ
ベ
ー
タ

ー
理
論
」
が
あ
り
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論

で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
者
）
が
市
場
全

体
の
２
・
５
％
、
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
（
初

期
採
用
者
）
が
同
13
・
５
％
、
ア
ー
リ
ー
マ
ジ

ョ
リ
テ
ィ
（
前
期
追
随
者
）
が
同
34
％
、
レ
イ

ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
後
期
追
随
者
）
が
同
34
％
、

ラ
ガ
ー
ド
（
遅
滞
者
）
が
同
16
％
、
と
し
て
い

ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
を
も
と
に
、
①
Ｓ
ａ
ａ

Ｓ
導
入
、
②
Ａ
Ｉ
活
用
の
浸
透
度
合
い
を
確
認

し
ま
す
。

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
導
入
で
は
「
利
用
し
て
い
る
」
が
、

一
都
三
県
で
は
33
・
０
％
、
そ
の
他
の
地
域
で

は
19
・
３
％
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
「
ア
ー
リ
ー

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
の
段
階
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

規
模
軸
で
は
、
30
人
以
上
１
０
０
人
未
満
の
企

業
が
13
・
０
％
、
１
０
０
人
以
上
３
０
０
人
未

満
の
企
業
が
27
・
５
％
、
３
０
０
人
以
上
の
企

業
が
38
・
０
％
で
し
た
。
30
人
以
上
１
０
０
人

未
満
の
企
業
で
は
「
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
」、

１
０
０
人
以
上
の
企
業
で
は
「
ア
ー
リ
ー
マ
ジ

ョ
リ
テ
ィ
」
の
段
階
と
言
え
ま
す
。

Ａ
Ｉ
活
用
で
は
「
既
に
活
用
し
て
い
る
」
が
、

一
都
三
県
で
は
16
・
７
％
、
そ
の
他
の
地
域
で

は
７
・
０
％
で
し
た
。
一
都
三
県
の
企
業
で
は

「
ア
ー
リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」、
そ
の
他
の
地
域

の
企
業
で
は
「
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
」
の
段

階
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
規
模
軸
で
は
、
30
人

以
上
１
０
０
人
未
満
の
企
業
が
３
・
０
％
、
１

０
０
人
以
上
３
０
０
人
未
満
の
企
業
が
12
・
５

％
、
３
０
０
人
以
上
の
企
業
が
20
・
０
％
で
し

た
。
３
０
０
人
未
満
の
企
業
で
は
「
ア
ー
リ
ー

ア
ダ
プ
タ
ー
」、
３
０
０
人
以
上
の
企
業
で
は

「
ア
ー
リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
の
段
階
と
言
え

ま
す
。
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【図 】 活用
自社における 活用について教えてください。

人以上人以上
人未満

人以上
人未満全体 その他の地域一都三県

既に活用
している

今後、活用
予定である

活用イメージが
持てれば、

前向きに考える

活用予定は
ない

その他
わからない

活用意向

【図 】 導入および 活用の市場浸透度合い

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー

ア
ー
リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

レ
イ
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

ラ
ガ
ー
ド

【 】
人以上

の企業

【 】
人未満

の企業

【 活用】
人以上

の企業

【 活用】
人未満

の企業

図５　AI活用

図６　SaaS導入およびAI活用の市場温度度合い



■
デ
ジ
タ
ル
化
の
成
果
創
出
ポ
イ
ン
ト

【
図
７
】

デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い
て
「
成
果
が
あ
っ
た
」

と
回
答
し
た
企
業
に
対
し
て
、
成
果
創
出
ポ
イ

ン
ト
を
確
認
す
べ
く
、「
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け

る
成
果
創
出
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

回
答
の
上
位
は
、「
具
体
的
な
成
果
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
」（
41
・
５
％
）、「
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
経
営
に
お
け
る
重
要
度
が
高
か
っ
た
」

（
41
・
１
％
）、「
取
り
組
む
テ
ー
マ
が
適
切
だ

っ
た
」（
37
・
５
％
）
で
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化

の
利
活
用
に
お
け
る
重
要
性
や
具
体
性
な
ど
、

「
方
針
・
検
討
段
階
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

差
異
は
、
上
位
３
項
目
の
順
位
に
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
地
域
軸
、
規
模
軸
共
に
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
、
規
模
に
関
係
な
く
、

組
織
体
と
し
て
共
通
の
成
果
創
出
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
化
の
活
用
に
お
け
る

ハ
ー
ド
ル
【
図
８
、
９
】

デ
ジ
タ
ル
化
の
活
用
に
お
け
る
ハ
ー
ド
ル
を

確
認
す
べ
く
、「
デ
ジ
タ
ル
化
の
活
用
に
お
け

る
ハ
ー
ド
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
質
問
し

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
企
業
と
、

進
ん
で
い
な
い
企
業
に
分
け
、
結
果
を
確
認
し

ま
し
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
」
企
業
に
お

け
る
上
位
は
、「
ス
キ
ル
の
あ
る
人
材
が
不
足

し
て
い
る
」（
51
・
３
％
）、「
費
用
負
担
が
大

き
い
」（
30
・
１
％
）、「
投
資
対
効
果
が
わ
か

ら
な
い
」（
22
・
９
％
）
で
し
た
。

差
異
は
、
地
域
軸
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
規
模
軸
に
お
い
て
確
認
で
き
ま
し
た
。

第
１
位
、
第
２
位
は
同
じ
で
し
た
が
、
第
３
位

が
、
30
人
以
上
１
０
０
人
未
満
が
「
業
務
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
影
響
が
大
き
い
」
と
業
務
に

係
る
要
因
、
１
０
０
人
以
上
３
０
０
人
未
満
が

「
投
資
対
効
果
が
わ
か
ら
な
い
」
と
事
業
に
係

る
要
因
、
３
０
０
人
以
上
が
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

面
が
不
安
で
あ
る
」
と
社
会
的
責
任
に
係
る
要

因
で
し
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
な
い
」
企
業
に

自動車販売　’21. 9 6

【図 】デジタル化における成果創出ポイント
自社のデジタル化の現状について教えてください。⇒ 成果あり（全社 一部）（ ）

自社のデジタル化における成果創出のポイントについて教えてください。

具体的な成果イメージがあった

デジタル活用の経営における重要度が高かった

取り組むテーマが適切だった

取り組みの継続性が高かった

実行検証をしっかり実施した

経営トップのコミットメントが強かった

プランニングが良かった

推進リーダーが優れていた

パートナー（コンサル、ベンダー）が良かった

その他

【図 】デジタル化の活用におけるハードル（デジタル化が進んでいる）
自社のデジタル化の現状について教えてください。⇒ 進んでいる（ ）

自社のデジタル化の活用におけるハードルを教えてください。

人以上人以上
人未満

人以上
人未満全体

スキルのある人材が不足している

費用負担が大きい

投資対効果がわからない

業務オペレーションへの影響が
大きい

セキュリティ面が不安である

時間的余裕がない

維持、メンテナンスができない
（不安である）

適した業務がない
デジタル化しなくても現状で十分
である
何から手を付けて良いのかわから
ない
その他

図７　デジタル化における成果創出ポイント

図８　デジタル化の活用におけるハードル（デジタル化が進んでいる）



中堅中小企業経営者 600 人へのデジタル化アンケート

お
い
て
も
上
位
は
、「
ス
キ
ル
の
あ
る
人
材
が

不
足
し
て
い
る
」（
47
・
８
％
）、「
費
用
負
担

が
大
き
い
」（
30
・
４
％
）、「
投
資
対
効
果
が

わ
か
ら
な
い
」）（
29
・
７
％
）
と
、「
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
ん
で
い
る
」
企
業
と
同
じ
結
果
で
し

た
。「
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
企
業
」と「
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
な
い
企
業
」
の
間
で
、

差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

差
異
は
、
地
域
軸
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
規
模
軸
に
お
い
て
確
認
で
き
ま
し
た
。

第
１
位
、
第
２
位
は
同
じ
で
し
た
が
、
第
３
位

が
、
30
人
以
上
１
０
０
人
未
満
が
「
デ
ジ
タ
ル

化
し
な
く
て
も
現
状
で
十
分
で
あ
る
」「
何
か

ら
手
を
付
け
て
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
業

務
に
係
る
要
因
、
１
０
０
人
以
上
３
０
０
人
未

満
と
３
０
０
人
以
上
が
「
投
資
対
効
果
が
わ
か

ら
な
い
」
と
事
業
に
係
る
要
因
で
し
た
。

■
ま
と
め

先
月
号
、
今
月
号
の
２
回
で
紹
介
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
通
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
戦
略

策
定
や
計
画
段
階
か
ら
実
行
段
階
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

組
織
視
点
で
は
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
組

織
の
成
長
段
階
を
鑑
み
、
適
切
な
責
任
者
が
推

進
し
て
い
る
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
は
不
足
し

て
い
ま
し
た
。

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
導
入
、
Ａ
Ｉ
活
用
は
、
既
存
の
事

業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
変
化
で
す
。

実
行
視
点
で
は
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
導
入
の
１
０
０
人

以
上
の
企
業
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
３
０
０
人
以
上
の

企
業
が
、
既
に
「
ア
ー
リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」

の
段
階
で
あ
り
、
予
想
以
上
に
導
入
や
利
活
用

が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
導
入
し
た
ほ

と
ん
ど
の
企
業
が
「
効
果
あ
り
」
と
回
答
し
て

お
り
、
全
て
の
企
業
に
お
い
て
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
導
入

を
早
期
に
検
討
、
試
行
す
る
こ
と
は
有
効
と
考

え
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
活
用
に
お
け
る
ハ
ー
ド
ル
は
、

意
外
に
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
企
業
と

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
な
い
企
業
と
も
に
、

ス
キ
ル
の
あ
る
人
材
不
足
、
費
用
負
担
、
不
明

確
な
投
資
対
効
果
、
と
同
じ
結
果
で
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
成
果
創
出
ポ
イ
ン
ト
は
、「
方

針
・
検
討
段
階
」
の
重
要
性
認
識
、
活
動
の
具

体
性
で
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
ハ
ー
ド

ル
が
、
進
ん
で
い
る
企
業
と
進
ん
で
い
な
い
企

業
の
結
果
が
同
じ
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
経
営
者

の
「
決
断
」
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

弊
社
は
、
急
速
に
変
化
す
る
現
代
に
お
い
て
、

経
営
者
の
方
の
「
決
断
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、

関
連
す
る
情
報
を
調
査
し
、
共
有
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
が
、

貴
社
の
次
代
へ
の
進
化
加
速
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
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Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
「
サ
ー
ス
」（Service as a 

Softw
are

）
は
、
数
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
で
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
使
用
で
き
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
総
称
。
特
定
の
デ
バ
イ
ス
が
な

く
て
も
業
務
が
で
き
る
。
一
例
と
し
て
、Gm

ail

等
の
フ
リ
ー
メ
ー
ル
、T

w
itter

等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

ブ
ロ
グ
サ
ー
ビ
ス
等
、
サ
イ
ト
か
ら
ロ
グ
イ
ン

を
し
て
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

人以上人以上
人未満

人以上
人未満全体

【図 】デジタル化の活用におけるハードル（デジタル化が進んでいない）
自社のデジタル化の現状について教えてください。⇒ 進んでいない（ ）

自社のデジタル化の活用におけるハードルを教えてください。

スキルのある人材が不足している

費用負担が大きい

投資対効果がわからない

適した業務がない

時間的余裕がない

デジタル化しなくても現状で十分
である
何から手を付けて良いのかわから
ない
セキュリティ面が不安である

業務オペレーションへの影響が
大きい

その他

維持、メンテナンスができない
（不安である）

図９　デジタル化の活用におけるハードル（デジタル化が進んでいない）
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